
人口推計における一つの試み  

一人口移動統計の誤差に関連して－－  

木 村  等  

大 薮 和 雄  

Ⅰ はじめに   

県レベルの人口推計において重要な役割を果すデータとして転入・転出率が  

ある。こ．のデー一夕ほ比較的短難いものであるが，今回，香川県人口移動調査の改  

訂をみて，われわれとしてはぼ満足のゆくものが得られるよう紅なった〔1）。  

その理由を以下で少し考えてみよう。   

県レベルの人口推計から考えて，転入・転出者数のデータ紅．関して蛋要な点  

ほ，つぎのようである。   

① 地域的紅みて，県外からの転入，県外への転出の数値が得られることが  

必要で▼ぁる。県内他市町村からの転入，県内他市町村への転出をも含んだいわ  

ゆる総転入・総転出でないはうがよい。（転入・転出者数の推計を含む場合。）   

⑧ 転入・転出者数が男女別にわかれていることが必要である。これは，転  

入・転出の状況が男女紅より相当異なっでいると考えられるからである。   

⑨ 学卒者の移動などを考えるとき，年齢階層ほ5歳階級別よりもむしろ，  

各歳別が望ましい。   

④ 転入・転出者数ほ動態統計であるから，表章の期間が重要であるが，国  

勢調査を基礎紅した人口推計把とってほ，才年1月1日」12月31日とか，才年 

4月1日～（≠＋1）年会月31日という1年間よりも，f年10月1日～（f＋1）  

年9月30日という1年間の方が都合がよい。   

◎ ＠の年齢各歳別紅する場合の年齢のはかり方であるが，転入とか転出と   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



寛51巻 第1・2・弓  ーー・ノ ー一  

かの事実が発生した時の年齢よりも，f年10月l日現在の年齢で区分する方が  

望ましい。   

最後に，以上と埠やや異なった観点でほあるが，転入。転出者数のデータが  

得られた年次と，それを用いてなされる推芳†め年次があまりかけはなれていな  

いことが望ましい。   

今回の香川県人口移動調査〔1′〕ほ，①′｝④までの条件を満たしている。ち  

なみに，前の香川県人口社会移動調査〔2r〕，〔3〕，t二4〕は①を満たしている  

が，④～⑨ほ満たしていない。昭和45年の国勢調査結果〔5〕ほ，本来転入。  

転出をみるためのものではないよう 

る。   

以下の分析でほ〔1〕を用いて∴人口推計（過去の年次の推計）を行なごい，男  

女年齢別人口のより良好な推計値を得ることを目的としている。転入。転出届  

が充分になされていないと乳われる部分を修正すれは、推計値がかなり改音さ  

れる可能性があることを指摘したい。   

ところで〔1〕における．方歳の転入・転出者数は，移動の事実が起ったとき  

の年齢が方歳であるというとり方をしている。したがって，才年10月1日，・霊威  

であった人のうち才年10月1日～（才・十1）年9月30日の間紅転入・転出した人  

は，．方歳としで転入。転出したものと，（方十1）歳として転入転出したもの紅  

わかれる。この数が第1次近似として半々であると仮定する。   

すなわち，≠年10月1日～（才十1）年9月30自の間紅・方歳として転入・転出  

した人口のうちの古は，芳年10月1日当時．方歳であり，この期間に（∬・＋・1）  

歳としで転入・転出した人口の替ほ才年10月1日当時・方放であったこと紅・なる。  

したが・つて，子年10月】川日方歳であったものの転入・転出率ほ，  

塑墓誌△二度姐数垣燈鎧垂臥埴蟄表  
男女別碩の転入．転出率＝．                  （昭和50年10月1日現在男女別∬歳人口）  

（1）  

とレて了求める。   
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衷1 男女別各歳別転入・転出率一番川県（単位％）  

（昭和50年10月1日～昭和51年9月30日）  

－ 5 － 

年齢（歳）  男子転入率】′男子転出率l女子転入率l女子転出率  
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（つづき）   
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垂口重山山垂山   l  
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注）90歳以上男子の異常に大きい値ほ修正した方がよかった。  

表1の男子の部分をみて特徴的なことほ．，15歳ごろまでほ，ほ．っきりと転入  

率の方が転出率よりも大であり，この部分は30歳代の転入・転出の動きと似か  

よっているものと考えられる。17，18，19歳株高校を卒業して，県外の大学べ  

進学したり，県外へ就職したりする者の数が，県外から県内の大学に進学する  

者より多いことを示している。また，やがて21，22，23歳紅なると大学を卒業  

してUタ－－ンする者が多いためか転入率がふたたび上まわることとなる。この  

傾向は30歳代を通じて程度ほ小さいが続いている。   

他方，女子の部分をみて特徴的なことほ，15，16歳までほ．，男子と同じであ  

り，17，18歳も男子と同じよう紅考えられるが，19歳ではやや男子の傾向と異  

なる。これは大学進学の場合のいわゆる浪人が少ないことを示しているのであ  

ろう。また，20歳から転入率の方が大きくなるのほ，短大を卒業して帰郷する  

者の影響であろうと思われる。21，22歳ははほ男子と同じ傾向であるが，23，  

24，25歳に．なると，ふたたび転出が大となる。これは，結婚して県外紅出る人  

の数がふえるためであろう。  

ⅠⅠ国勢調査と推計値とのくいちがいの特徴   

つぎに．，表1の転入・転出率を用いて過去の年次紅ついて推計した結果を昭  

和30年，35年，40年，45年，50年について，それぞれ国勢調査と比較してみ  

る。   
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5歳階級別に・みると，最帯のくいちがい率ほ昭和50年8％・，昭和45年11％，  

昭和40年15％，昭和35年20％，昭和30年18％であるので，昭和亜，35，30年に1つ  

いて－は，前回の推計値〔．6】よりもわるい推釘値しか得られなかったと考え．ら  

れる。これは，「はじめ紅．」でのべたように，同一一億入。転出率をあまりかけはな  

れた時点について用いることに問題があることによるものと思われる（表2）。  

表2－1男女，年齢5歳階級別推計値の  表2－－2 男女，年齢5歳階級別推計値の  

国調紅対するくいちがい  

（昭和35年）  

国調に対するくいちがい  

（昭和30年）  

年 齢l 男 1 女  年 齢1   男  

1．0134  
0一．9907  

1…0060  
1．0812  
0．9241   

0．9692  
0…9986  
Iい0131  
1．、0086  
1．0063   

1．．0057  
1小0032  
1．0052  
1．0160  
0t．9936   

1．0102  
1．0159  
1。0033  
0小9958  
0．9295   

10162  
1小0000  
1．0191  
1．．0813  
0．．8239   

0い9920  
1巾0086  
1．0135  
0．．9995  
1..0001 

0．．9901  
0．9855  
1．0029  
1け0166  
1り0072   

1．0136  
1．0209  
0．9500  
0．9223  
0サ4405  

0′－4  

5～9  
10′・－14  

15へ′19  

20′・－24   

25′～29  

30・｝34  

35′・・ノ39  

40へノ44  

45～49   

50′・】54  

55′｝59  

60′Y64  
65～69  
70～74   

75′｝79  

80～鎚  
85ハー89  

90′・・ノ94  

95～99  
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人口推計における一つの試み  ー 9 －・  

表2－4 男女，年齢5歳階級別推計値  
の国調紅対するくいちがい  

（昭和45年）  

表2－3 男女，年齢5歳階級別推計埠  
の国調に対するくいちがい  

（昭和40年）  

年齢一 男  女  年 齢！  男  】  女  

0巾9817  
0．9840  
0．9914  
1…0478  
0．9919  

1い0282  
0．9981  
0．9956  
0‖9951  

0ハ9887  
0．9918  
10041  
1．0014  
1．．0004  
0巾9995  

0、9993  
0．9921  
0．9071  
0．．8067  
0“6032   

0．9730  
0．．9764  
0．9827  
1．0581  
0小9643  

0＝9954  
0．9944  
0．9925  
0．9897  
0小9990  

1．0077  
1．．0097  
1…0104  
1．．0055  
0．．9964  

1．0128  
1．0125  
0…9112  
0．．7304  
0い4818  

0ハ・′4  

5′〉9  

10～14  
15′｝19  

20′｝24  

25′－′29  

30～34  
35′｝39  

40′〉44  

45・－′49  

50～54  
55′｝59  

60一－64  

65～69  
70へ′74  

75′－ノ79  

80へ′84  

85′｝89  

90′－94  

95′、J99  

0．9968  
0．．9989  
1．．0093  
1り1486  
0小9468  

0．．9819  
1巾0005  
0．9933  
0．9824  
0“9831  

0い9777  
0ひ9802  
0い9926  
1小0053  
0．、9930  

0．．9919  
0．9895  
0…8522  
0…7200  
0い4198  

表2－5 男女，年齢5歳階級別推計値  

の国調に対するくいちがい  

（昭和50年）  

年 齢】  男  l  女  
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つぎ紅各歳別に．みると，昭和50年について男子で5％以上くいちがいがある  

のは，18～27歳，女子で3％以上くいちがいがあるのほ，18，19，20，23，24，  

25，27歳である。昭和45年についてみ．ても，はは同じような傾向がみられる  

（表3）。 この点をより改善しようとするのが以下の主題である。  

表3－・1男女，年齢各歳別推討値の国調庭 表3－2 男女，年齢各歳別推計値の国調  
紅対するくいちがい（15～29歳）  

（昭和50年）  

対するくいらがい（15～29歳）  

（昭和45年）  

年齢l  男  l  女  男  岳   女  

0．9973  
0．9881  
0.99299 
1，．1120  
112300   

1…2127  
1…1206  
1…0535  
0い8829  
0い8190   

0り8522  
0い9095  
0．．9472  
0、9587  
0ハ9652  

0．9977  
1．．0106  
0巾9973  
1り0377  
1い0580   

1、．0556  
1．．0049  
0小9922  
0．9247  
0．9197   

0り9698  
1‖0065  
1‖0393  
1小0213  
1．0234  
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ⅠⅠⅠ転入・転出率の修正   

さき紅ふれたように．，特に．男子の18，19，20，21，23，24，25歳の推計値が  

わるいように思われる。この原因ほ主に・転入・転出届が実際紅行なわれていな  

いこ阜にあるものと考え，つぎのように単純化して考える。すなわち，県内の  

高校から県外の大学に進学する場合，転出・転入届を省略する傾向があると考  

え，したがって大学卒業時に．もこれを省略するものとする。   

このような考え方に．たてば，10月1日現在で，17，18歳であるものと，21，  

22歳であるもめとが，ある5年間（ここでほ昭和45年から昭和50年を考える）  

の推計で関連してくる年齢（ここでほ昭和50年10月1日現在の年齢）でほ誤差   
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人口推計に．おける一つの試み  －㍗仁一  11  

が生じること匿なる。   

図1をみるとわかるよう紅，このような年齢は，18歳から27歳までである。   

いま，昭和45年から昭和50年を推計する場合を例に考えてみると，昭和45年  

に．13歳であったものは，昭和50年で18歳になる。この推計では，17歳で誤差が  

はいるものと考える（図では○印をしてある）。また，例えば昭和45年に17歳で  

あったものほ．，17歳および18歳で誤差がほし、り（図では○印をしてある），21歳  

で誤差がはいる（図でほ［コ印をしてある）。  
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図  1  

以上のように．考えて昭和50年の推計値①を適当に修正し，昭和50年の国調の  

値紅できる限り一致させるように考える。   

V・、ま，修正しない前の昭和50年の推計値で18歳から27歳までの人数をす1，離，   

，酌0とし，50年の国調のそ・れぞれの年齢の人数をか，♪2，・…，♪10とする。  

また，推計値の国調の値に．対する相対比をそれぞれα1，（ね，叫，の0とすると，   
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＝α£（去〒1，2，・・，10）  （1）   

となる。   

ここでの仮説ほ，転入・転出届が，17歳，18歳，21歳，22歳で充分紅・なされ  

ていないということであるから，この年齢を経過するとき誤差が入りこむ。   

実際の転入率から転出率を引いたものほ，17，18歳でほマイナスになり，そ  

の絶対値は小さめに出ていて，人口ほ多め咋・なっている。そこで率・尤だけ推計  

値を減らす。他方，21，22歳でほ，これほプラスになり，その絶対値ほやほり  

小さめ紅出てル、て，人口は少なめに推計されている。そこで率．γだ桝任計値を  

増やすことにする。   

以上のように考え．て，現実の転入。転出率に近づけるよ．う転入。転出率を修  

正するときに得られる新しい推計値は，18歳でほ  

曾1（トー．方）  

22歳でほ 

卵（トー方）2（1・1－γ）≒郎（1－2・方十γ）  

（2）  

（3）  

とな 

この．方とかグとかの値ほ不明であるが，ここでは，修正された推計値の国諷  

軋対する相対的くいらがいが各年齢階層紅ついぐできるだけ1とへ・だたらな  

いよう紅するよう紅‥方，〆を決める（最小2乗法の考えを応用する）こ・と乾す  

る。  

Q（．ズ・，グ）＝（トーα1（1、．方））2＋（1・－α2（1－2∬））2  

＋（1－一助（1－・2．わ）2＋・（トー飢（1－2．方））2  

」－（1・－α5（1岬2．方十プ））2＋・（1－β6（1・－．芳十2．γ））2  

十（1一助（1＋2．γ））2十（ユーα8（1＋2．γ））2  

」－（1－の（1＋2．γ））2十（1一仇0（1＋一γ））2  （4）   

この式を．方，．γに／ついてそれぞれ偏微分して0とおいた式  

∂Q（．方，グ）  
（5）   

∂．方  
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姐A＝0  
∂．γ   

（6）   

を求める。   

これらの式をそれぞれ簡単紅して1  

（α12十4α22＋如32＋如42＋如52＋α62）．方－・2（α52＋α62）．γ  

＝（の2＋2α22十2釣2十2α42＋2伽2一＋α62）－（α1十2α2＋2動＋2α4十2α5＋α6）  

（5／）   

2（α52＋・α62）．芳一－（α52＋如62・」一触72＋如82＋如92＋仇02）．γ  

＝（α52＋2α62・十2の2十2α82＋・2伽2十仇02）－（α5＋2α6＋2の十2α8・十2α9＋仇0）  

（6r）   

をうる。   

これらの式のα1′～仇0紅実際の値を代入して，．方，．γを求めると，男子に∴つい  

ては， 

∬■＝0．0766  

γ＝0．0863   

女子についてこほ，  

芳＝0．0159  

（7）  

（8）  

γ＝0．0215  

を得る。   

以上の操作によりQ（方，プ）の値ほ，男子の場合，最初の値0・2074から0・0160  

軋低下する。女子の場合ほ，段初の値0．0226から0・0133紅減少する。  

王Ⅴ 計静結果につヤ、て   

上に得られ卑。完，．叉を用いて，実際に人口推計を行なったところ，表4の結果  

のよう紅なった。昭和50年でほ，予想されたように・，各歳別のすべての誤差は，  

7％．以下におちる。   

上紅得られた．方，．γの組み合わせが妥当かどうカラを確かめるたあ，男子，女  

子とも上に得られた値以外鱒，それ紅・近い値と，より大きい胤 より小さい値   
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表4－1男女，年齢各歳別修正した推討  

値の国調に対するくいちがい  
（15へノ29歳）  

（昭和45年）   

表4柵2 男女，年齢各歳別修正した推計  

値の国調に対するくいちがい  

（15へノ29歳）  

（昭和50年）  

－ 
、‥‥   

■ －l  
＿  

の3組をえらび，9種のもの紅ついて人口推計を行なった。   

推計値が国調の他に近いか否かをみるため友一歳の推計値を㌢iとするとき．，  

A〒羞（1一意）2  （9）  

およぴ   

β＝怠（ト音～）2  も  
（10）  

なる指頗を，誤差係数とよび，その値が小なるほど，周謂に近いとみること紅  

する。   

表5に．．みるよう紅．，さき紅潮算した，理論的な値は，はば正確匿よい値であ  

ったことがわかる。そこで，5歳階級別の修正された推計値（ 

の値を用いて推計した億）を，衷6乾かかげておこう9   
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表5rl修正率のくみあわせ紅よる誤差係数（男子）   

（0′－84歳）A  

・【∫5－  15  

（昭和50年）  

0い080  1  O 0344 

0、085  

0.. 090 

0．0335  

0…0334  

注）最初の修優しないままの誤差係数は0い2249，理論的に計算した修正率に．よる誤  

差係数は0…0336である。  

（昭和50年）  （18′〉27歳）B  

こ・・－  

0．080  

0‖085  

0小0166  

0…0160  

0．090  【  0‖0162   

注）最初の修正しないままの誤差係数は0．．2074，理論的に引算した修正率による誤  

差係数は00160である。  

表5・－2 修正率のくみあわせ軋よる誤差係数（女子）  

（0′・h■84歳）A  （昭和50年）  

¶～→ 
→、、、∴方  

0.. 015 

0．020  

0小0266  

O 0260 

0．025  0．．0264   

注）最初の修正しないままの誤差係数ほ0‖0357，理論的紅計算した修正率による誤  

差係数は0．．0256である。  

（18～27歳）B  （昭和50年）  

「㌻＼ヱ＼j o…010  0り015  】  0．、020  

0.015 

0．020  

0‖0142  

0…0138  

0い025  1  0い0142  

注）最初の修正しないままの誤差係数は0り0226，理論的に計算した修正率による誤  

差係数ほ0．0133である。   
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表6－1 男女，5歳階級別修正した推計人口および国調に対するくい  

ちがい  （昭和45年）  

計   

0～4  
5′・－9  

10′｝14  

15～19  
20～24   

25～29  
30′、・34  

35～39  
40～44  
45～49   

50～54  
55′－′59  

60′－′64  

65～69  
70′｝74   

75～79  
80～84  
85～89  
90～94  
95～99  

431136  477128  1．0008  1．0000  

0…9931  
0‖9827  
0巾9980  
1り0542  
0．9662   

1．0062  
0．9862  
1．0039  
1い0034  
1．．0047   

0．9965  
1.. 0057 
1小0084  
1．0108  
1L．0011   

1い0172  
1．0093  
0．9008  
0り6915  
0．．3749  

0…9862  
0．．9839  
0．9913  
1．0374  
0．9871   

1一．0499  

0‖9979  
0．9955  
0.. 9950 
0い9886   

0－．9918  

1〃0040  
1…0014  
1．．0004  
0－9994   

0い9993  
0い9921  
0．9070  
0．8067  
0い6032   

5
3
8
8
7
 
 
7
■
4
7
9
3
 
 
6
2
0
0
2
0
 
 

9
9
2
0
1
 
 
8
8
5
9
4
 
 
7
3
6
3
9
 
 

1
5
9
5
只
）
 
 
3
2
2
6
1
 
 
0
1
6
6
4
 
 

3
2
5
只
）
3
 
 
1
0
5
．
4
6
 
 
1
1
8
5
1
 
 

3
3
3
3
3
 
 
3
3
3
3
2
・
 
2
2
1
1
1
 
 

9
1
9
7
5
 
 
9
0
8
5
3
 
 
3
6
0
0
2
6
 
 
9
6
2
2
9
 
 

9
4
7
3
3
 
 
7
3
0
5
6
 
 
7
1
2
5
2
 
 
4
9
1
1
3
 
 

3
3
A
▲
0
1
一
 
5
0
7
0
8
 
 
9
0
6
3
9
6
2
1
5
 
 

1
1
」
A
▲
0
4
 
 
5
3
6
6
1
 
 
6
6
1
7
3
 
 
▲
‖
0
5
2
 
 

3
3
3
A
－
4
 
 
3
3
3
3
3
 
 
2
2
2
1
1
 
 

8
6
8
6
2
 
7
0
U
5
9
1
 
 

5
4
0
1
 
 

6
3
1
 
 

最後にふれておきたいことほ，①今回の推計値は各歳別転入・転出率を用V■、  

て几、るが，仮に．5歳階級別転入。転出率しかわからなかったとして，〔6〕の表  

5を用いた場合ゐ結果（前回の〔6〕の推計値とはぼ同じようである）と誤差  

係数で比較すると，Aでほ男子0．2249一斗0．4658，女子0．0357・ヰ0．0653。Bでは  

男子0．2074→0．4195，女子0．0226→0．0385で相当大きな値となる。したがって  

現実に5歳階級のデータしか得られない場合紅，それを各歳別の値紅する方法  

を考え．ることができれば望ましいことがわかる。⑧今回の転入・転出率をより  

以前のデータ紅．適合させるために．は，同一・転入。転出率を全期間紅月代、るので  

はなく，学校基本調査などの別のデータを援用レて：修正して用いる方法を考え  

る必巽があろう9＠国勢調査韓果〔5〕から得られる転入。転出率と今回の転   
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表6－－2 男女，5歳階級別修正した推討人口および国調に．対するくい  

ちがい  （昭和50年）  

推  封   人  口  

男   女  

く い ら が い  

男  一  女  
年齢階級  

計  

0′－4   

5～9   
10～14   
15へノ19   

20′｝24  

25′－29   

30′－′34   

35～39   
40～44   
45｛一49  

50～54   
55′・一59   

60～64   
65′〉69   

70～74  

75′－79   

80～84   
85～89   
90～94   
95～99  

458610  498223  0．9942  0．9967  

0巾9827  
0．9868  
1…0017  
1．．0045  
0…9667   

1．0053  
0り9835  
1nOO22  
1．0009  
0．9942   

0い9937  
1い0059  
0∩9972  
0．9968  
0…9909   

0‖9948  
1。0020  
0．994∂  

0．9385  
1．．1125  

O 9907 
0“9868  
0．99g5  
1小0096  

0．9748   

1．0353  
0け9979  
0．9920  
0小9871  
0．9879   

0．9992  
0…9976  
0．9896  
0．9905  
0い9943   

0．9914  
1．0106  
0“9746  
1.. 0052 
1い0282  

4
0
3
4
3
3
3
2
2
7
 
4
4
3
3
詑
3
5
3
4
 
 

1
5
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3
▲
．
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〇
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1
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1
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0
1
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2
2
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3
 
 

3
3
3
3
3
 
 

7
7
3
4
6
 
 

〇
．
4
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3
7
 
 

1
2
0
0
6
6
 
 

6
5
3
6
5
 
 

4
3
3
3
3
 
 

3
5
8
5
4
 
 

8
0
2
9
3
 
 

2
9
1
3
2
 
 

9
3
2
1
0
 
 

7
3
8
0
0
」
8
 
 

3
4
8
7
0
0
 
 

5
0
9
6
2
 
 

2
2
1
1
1
 
 

5
3
3
の
0
9
 
 

1
5
1
4
n
O
 
6
5
0
A
▲
5
 
 

1
6
5
0
5
 
 

3
2
2
2
1
 
 

11 370 
5 933 
2752   
800  
90  

8 458 
3 863 
1440   
302  
34  

入・転出率の関連を見出すことが望まれる。もし，これが可能に・なれば県の転  

入・転出率を欠いてル、る都道府県についてもある程度人口推計が可能となり得  

るからである。  
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た，この研究は昭和52年度文部省特定研究費の助成をうけて行なわれたものてあることも  
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